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緩 和 ケ ア だ よ り  

ひ だ ま り  

 毎日厳しい暑さが続きますが、皆さまいかがお過ごしですか。コロナも第７波

が到来して感染者数も増加傾向となり、不安を感じる方も多いと思います。厳し

い暑さで、熱中症患者さんのニュースもよくみかけます。栄養や水分補給をしっ

かりおこない、体調には十分気をつけていきましょう。 

 今回は春から夏にかけて開催した行事（節句会と七夕会）の様子をお伝えした

いと思います。面会制限が厳しく続く中でも、病棟で楽しく過ごされている患者

さんのほっこりする様子をお伝えできたらと思います。 

節句会をおこないました 

編集後記 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、病院の面会制限も長い間継続するよう

な状態となっており、ご家族の皆さまも大変お辛い思いをされていると思います。 

 ご家族と面会できない分、緩和ケア病棟で過ごす時間をより充実したものにして

いただけるよう、スタッフ一同で支えていきたいと思っています。 

皆さまも不安な日々が続くと思いますが、どうぞご自愛ください。（編集委員） 

 5月16日（月）午後より節句会

を開催しました。小さな鯉のぼり

をあしらった写真たてを看護ス

タッフで作成し、患者さんのお部

屋を訪ねて、一緒に写真を撮影し

ました。 

七夕会をおこないました 
 

 緩和ケア病棟にある屋上庭園の菖蒲も元気に咲きま

した。鮮やかな紫色の花と葉の緑色のコントラストが

とてもきれいでした。 

 ７月８日（金）午後より七夕会を

おこないました。看護スタッフによ

るハンドベル演奏で「キラキラ星」

をお聴きいただいたり、参加者で七

夕の歌を歌うなど、短い時間ではあ

りましたが入院患者さんに夏の季節

感をお届けすることができました。 

 また、かわいらしい七夕飾りの作

成や短冊に願いを書き、写真撮影を

おこないました。短冊に書かれた皆

さんの願いごとが、どうかかないま

すように。 

今年度の遺族会「ひだまりの会」は、お休みします 

 新型コロナウイルスが流行するまでは、毎年１０月に遺族会「ひだまりの

会」を開催していました。しかし、感染予防の観点から大勢の皆さまに集

まっていただくことが難しくなり、昨年度はご遺族の皆さまにお手紙を送ら

せていただきました。今年度についても、どういう形で開催 

ができるのかスタッフ内で検討を重ねてまいりました。しかし 

ながら現在の感染状況を考慮し、大変残念ではありますが今年 

度のひだまりの会はお休みとさせていただくことになりました。 

楽しみにされていた皆さま、申し訳ございません。 

庭園の野菜、元気に成長中！ 

 4月に植えた野菜がみるみる元気に育ってきました。

今年は、プチトマトやきゅうり、さつまいもを植えまし

た。収穫が楽しみですね。 

ひだまりの会で皆さまにお会いできる日を
楽しみに、日々過ごしてまいります。 


